「らげー」と言う奴がいて、小・中合わせて9年間で、圧倒的に一番よく遊んだだろう。
　たけし　と言う名なのだが、小学校の低学年のころ、どんな流れだったか忘れたが、largeと言うスペルから、らげー　というあだ名になった。体が大きかったからかな、、分からない。今は170前後だった気がするが、昔は大きかった。

　

　能勢は山だらけで、廃坑がいくつかある。郷土史を昔、軽く読んだが、奈良の大仏を作る時、銅を献上したとかどうとか、、だったかな、、その時代に鉱山の技術があったのか??
　


　鍋



山で掘ってきた石を入れる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バーナー


　　　　　　　　　　　　　　　　　　火





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　火であぶる



　　　　　　　　　　　　火




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　石の中の融点の低い物質が溶け出してくる（石をかなり細かくしておかないとだめ、と思う）
　（先に鍋が溶けることがほとんど。）（温度が逃げないように囲いをする）

Aの融点
Bの融点

Cの融点



　　　　　　　　　　　　　　温度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　意味なし
Bがほしい時は、バーナーであぶって、Cが溶けてきたところで、鍋のCの解けた奴を捨て、もっかい加熱。
Bが溶けて、Aが溶け始めてないところで、Bの解けた奴だけを他の入れ物に移す。

これが精製の基本。
　やり方は簡単やけど、実際やってみるととても難しい。精製は成功したためしがない。
「出野の洞窟」と呼んでいた。家から1キロくらいかな。中学の時、一時期ものすごくはまって、らげーと、ほとんど毎日いってた。
　後でお年寄りに聞くと、そんなに古いモノではないらしい。WW2のころに銅を掘っていた。とか言ってたと思う。

　奥行きは、、50メートルほどだったかな、、、高低差が、、20メートルほどかな、、

　一番下にすごく澄んだ水がたまってて、水の中に未だ奥へ続く道が沈んでいるのが見える。中学の時は、その先が見たくて、皆で上までバケツリレーをやったり、人力のポンプを作ろー、、とか、考えてた。
　僕は、グーニーズとかインディージョーンズとかが好きで、、それに当時は、「マスターキートン」って言うマンガにハマってたような、、いろんな事想像して、楽しく遊んだ。

　水のたまってる横に、横穴を砂利でふさいだ跡があって、とにかく僕らは、「ここには何かが隠されている。」と思い込んでた。

ある時、一人で入ってて、その砂利でふさがれてる横穴の、砂利をハンマーではがしてた時、ヘッドライトのバッテリーが無くなった。

本当の暗闇、ってのを体験する機会は少ない。しかも、音も入ってこない。

手探りで何とか脱出できたものの、

暗闇に、何者かの気配を感じたような気がして、

とんでもなく怖かった。

　
